
  

2024 年 10 月 30 日 

                        長瀬産業株式会社 

株式会社キャプテックス 

株式会社 CO2OS 

 

長瀬産業、キャプテックス、CO2OS 蓄電所等の評価診断業務サービス提供へ 

再生可能エネルギーの導入拡大を見据えた 

蓄電池に係る評価診断及び運用・保守・点検業務における協業について 

 

 

NAGASE グループの長瀬産業株式会社（以下「長瀬産業」）、株式会社キャプテックス（以

下「キャプテックス」）、及び、株式会社 CO2OS（以下「CO2OS」）は、2024 年 11 月以降、

蓄電所等の評価診断業務サービスの提供を開始することで合意しました。CO2OS が太陽光

発電所診断事業で培った事業体制及び国内を網羅するプラットフォームと、NAGASE グル

ープが有する蓄電池に関する開発・製造・評価のノウハウを掛け合わせ、再生可能エネルギ

ーの導入拡大に対応する安定的なエネルギー供給のインフラの構築に貢献することを目指

すものです。なお、3 社は、蓄電池の残存価値を評価するサービスや、蓄電所等の運用、保

守、点検サービス提供に向けた業務提携契約を締結しており、今後はトータルサポートサー

ビスの提供を見据えた取り組みを展開していきます。 

 

取り組みの背景 

 カーボンニュートラル社会の実現へ向けて、太陽光や風力を活用する「再生可能エネルギ

ー」の導入が加速しています。再生可能エネルギーは環境への負荷が少ない一方で、天候に

左右され不安定な発電量をコントロールするための電力系統のインフラ整備が求められて

います。その課題を解決する装置として期待が高まっているのが蓄電池です。再生可能エネ

ルギーで発電した電力を貯めることができるため、カーボンニュートラルの促進や災害時

の電力確保など電力の有効活用が可能となります。日本国内では国や自治体による導入支

援が進んでおり、直近１年間の蓄電所への接続契約数が約３倍と増加したことから、資源エ

ネルギー庁は今後もその加速度的な推移を見込んでいます（※１）。国際的にも、国際エネ

ルギー機関（IEA）が 2050 年の蓄電池の量が 2030 年の約 6 倍に増加する見通しを示すな

ど、世界的な動向となっています（※２）。長瀬産業、キャプテックス、CO2OS の 3 社は、

需要が見込まれる蓄電池の活用促進のため国内の電力需給環境整備が必要という考えのも

と、蓄電池や蓄電所等の評価診断、及び、それらの運用・保守・点検（メンテナンス）の事

業領域等において協業体制を構築するため、業務提携契約を締結しました。本サービスは、

３社共同の取り組みの第一弾となります。 



  

各社の強み・役割 

◆NAGASE グループ 

化学系商社として約 190 年の歴史をもつ長瀬産業は、化学業界を中心に幅広いネットワ

ークや情報を有しています。グループ会社のキャプテックスは、リチウムイオン二次電池

（蓄電池）関連の技術、開発、製造に高い専門性を有しています。本業務提携において長瀬

産業は運営計画、ビジネススキームの構築や人財育成などを担います。キャプテックスは仕

様書などの書類や実機の評価・診断、導入後の保守点検などのアフターサービスを提供しま

す。 

マテリアリティにおいてカーボンニュートラルを掲げる NAGASE グループでは、今後も

成長が見込まれる再生可能エネルギー分野で新たなビジネスを推進し、脱炭素社会の達成

に貢献してまいります。 

 

◆CO2OS 

 国内最多クラスの5.5GWを超える豊富な太陽光発電所診断（技術デューディリジェンス）

サービスの知見を有しているほか、特別高圧・高圧規模案件を中心に 1GW を超える太陽光

発電所への O＆M や AM※3 業務を提供しています。また、修繕工事や、高圧規模発電所の

EPC※4 を展開しており、直近では先駆的な取り組みである太陽光発電所への蓄電池併設を

EPC として実施し、当該案件の AM・O＆M 業務を行っております※5。 

今回の業務提携を機に系統用蓄電池案件でのサービス展開を加速し、今後も社会のニーズ

に沿った事業を発展してまいります。 

 

業務提携により提供予定のサービス 

1. 蓄電池設置検討段階（2024 年 11 月より提供開始） 

技術資料等を基にサプライヤーの技術/サポート/信用を総合的に診断し、事業ニーズに

あったサプライヤーの選定サポート。技術デューデリジェンスサービス及び蓄電池性能評

価実施によるリスクの診断。 

 

2. 蓄電所建設段階 

 蓄電池サプライヤーとの折衝等における技術的観点からのアドバイザリーサービス 

 

3. 蓄電所運用段階 

 蓄電所の運営・保守・点検（メンテナンス）業者に対する技術的観点からのアドバイ

ザリーサービス 

 蓄電池の不具合発生時の初期的解析 



  

 

※１、※２ 資源エネルギー庁作成「系統用蓄電池の現状と課題」（2024 年 5 月 29 日） 

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/062_05_00.pdf 

 

※3 AM（Asset Management アセットマネジメントの略。対象資産のマネジメント計画や

管理方針の策定などを行い、リスクとリターンをコントロールする。) 

O＆M（Operation＆Maintenance オペレーション・アンド・メンテナンスの略。AM に

よって策定された計画に則り、対象資産の保守・点検や管理の実務を行う。） 

※4 設計（Engineering）、調達（Procurement）、建設（Construction）の 3 つを一括したプ

ロジェクトとして設備建設工事を請負う方式。 

※5 鹿児島県の太陽光発電所に蓄電池を併設し運用を開始＜20240227.pdf (daiwa-ei.jp)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務提携 調印式 

（写真左より） 

 

キャプテックス  代表取締役社長     菰渕 正毅 

CO2OS   代表取締役社長  小林 直子 

   代表取締役会長  森本 晃弘 

長瀬産業        未来共創室 室長    牧瀬 弘直 

 

 

■長瀬産業 概要                                         

・社 名：長瀬産業株式会社 

・本社所在地：東京都千代田区 

・代 表 者：代表取締役社長 上島 宏之 

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/062_05_00.pdf
https://daiwa-ei.jp/news/pdf/20240227.pdf


  

・事 業 概 要：化学品、合成樹脂、電子材料、化粧品、健康食品等の輸出・輸入及び販売 

・U R L：https://www.nagase.co.jp/ 

 

■キャプテックス 概要                                        

・社 名：株式会社キャプテックス 

・本社所在地：愛知県岡崎市 

・代 表 者：代表取締役社長 菰渕 正毅 

・事 業 概 要：リチウムイオン二次電池を活用した製品の開発及び製造 

・U R L： https://group.nagase.com/captex/  

 

■CO2OS 概要                                        

・社 名：株式会社 CO2OS（シーオーツーオーエス） 

・本社所在地：東京都港区 

・代 表 者：代表取締役会長 森本晃弘、代表取締役社長 小林直子 

・事 業 概 要：太陽光発電所の O＆M・点検 / 調査・診断 / 設計・施工、省/創エネルギーに

関する調査・診断・設計・施工 / 関連製品の販売、CO2 排出削減のためのハードウェア / ソ

フトウェア製品・サービスの開発・販売 

・U R L： https://www.co2o-s.com/ 

 

 ◆本事業に関するお問い合わせ 

長瀬産業株式会社 未来共創室  TEL：03-3665-3183 energy@nagase.co.jp  

株式会社キャプテックス TEL：0564-66-3031  cax_info@nagase.co.jp  

株式会社 CO2OS 広報 TEL：03-5439-5242 https://www.co2o-s.com/ 

 

◆報道機関向けお問い合わせ 

株式会社 CO2OS 広報 TEL：03-5439-5242 https://www.co2o-s.com/ 

長瀬産業株式会社 経営管理本部 コーポレートリレーション部 PR 課 

TEL：080-8828-8676 https://www.nagase.co.jp/ 
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